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は SAD の治療法として有効な選択肢の 1 つである。 




2003 年 7 月～2010 年 8 月までの期間にグループ CBT に参加した 113 人の全般型 SAD 患
者を対象として行った。 
主要評価項目は SAD の自記式症状評価尺度である Social Phobia Scale/Social 
Interaction Anxiety Scale (SPS/SIAS) の 1 年後の得点とした。1 年後の治療効果予測因子の
解析には混合モデルを用いた。 
【解析】 
113 人のうち、70 人が 1 年後の追跡を完遂した。 
SPS/SIAS の得点は有意な改善を認めた。  
1 年後の SPS/SIAS の治療効果サイズは intention-to-treat（ITT）群で 0.68 (95% 



















【方法】2003 年 7 月～2010 年 8 月までの期間にグループ CBT に参加した 113 人の全般型 SAD 患
者を対象とする単群の介入研究を行った。主要評価項目は SAD の自記式症状評価尺度である
Social Phobia Scale/Social Interaction Anxiety Scale (SPS/SIAS) の 1 年後の得点とした。
113 人全員を対象とする intention-to-treat (ITT)分析と、完遂者を対象とする completers 分
析を行った。1 年後の治療効果予測因子の解析には混合モデルを用いた。 
【結果】113 人のうち、70 人が 1 年後の追跡を完遂した。SPS/SIAS の得点は有意な改善を認め
た。1 年後の SPS/SIAS の治療効果サイズは ITT 群で 0.68 (95%CI, 0.41–0.95)/0.76 (0.49–
1.03)、完遂群で 0.77 (0.42–1.10)/0.84 (0.49–1.18)であった。ベースラインでの高年齢、遅
い発症、軽症であることが、良好な治療効果予測因子として同定された。 
【考察】文化的背景が異なる日本人 SAD 患者においても、CBT が有効であり、その効果が 1 年後
まで持続することが示された。効果サイズは治療後よりも 1 年後でわずかに大きく、患者は CBT
のスキルを治療終了後も利用できていることが予想された。また、治療反応不良患者群の予測が
可能となったため、これら患者に対してはグループ治療中に個別に配慮が必要と考えられた。 
【結論】日本人 SAD 患者に対しても、1 年後までグループ CBT の治療効果が維持されることが示
された。治療効果サイズは欧米諸国における研究と同等であった。ベースラインで年齢が高いこ
と、遅い発症、軽症であることが良好な治療効果予測因子として同定された。  
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